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特定動物を飼養するまでの流れ 

 

事前相談 

許可申請 

書類審査 

施設調査 

許  可 

飼養開始 

個体識別措置 

こ
の
期
間
は
特
定
動
物
を
飼
養
す
る
こ
と
は
出
来
な
い 

 

飼養する特定動物の種類、最

大数、実際の飼養数、目的、

施設の所在地、規模・構造、

飼養保管方法、主な取扱者等

を記載した申請書と添付書類

を提出 

基準のチェック 

・法第 27条 

・施行規則第17条 

・施設の構造規模基準細目 

・飼養保管方法の細目 

・条例等 

有効期間満了前に許可申請 

許可の有効期間は自治体に

よって異なる。（３or５年） 

届出又は、申請時に措置済であ

れば申請書に記載 

・種類、数、施設の所在地、規模構造、飼養保管方法は変更許可 

・氏名、名称、住所、飼養保管目的は変更届出 

申請内容に変更が生じる場合 

許可の有効期間後も 

継続飼養したい場合 

自治体による現地確認 

許可基準等について説明 


